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九州大学アジア埋蔵文化財研究センター ニュースレター

　野生植物の採集は、人類の最も古い生業の一種である。野

生植物由来の澱粉利用は、約１．５万年前から世界各地で生

み出された農業や牧畜などの新しい生業の陰に隠れながら

も、現代まで連綿と続けられている。日本では、コナラ属樹木

の種子であるドングリ類やトチノミ、クルミ、ユリ根、野イチゴ

など、多種多様な植物が古代から澱粉源として利用されてき

た。人間による植物の利用は、意図的／非意図的な植生の改

変をともなう場合が多く、また、人間が植物の生育過程に強く

介入し続けてきた植物種においては、遺伝的な変異をともな

うドメスティケーションが進行した。採集活動や人為による

植生改変は、原植生のタイプや他生業との組み合わせなどの

ローカルな条件により、地域差や時代による大きな変化が認

められる。私は、このような植物利用を通じた人間と植生との

相互的な変化や地域的な差異に興味を持ち、研究を進めて

いる。

　過去の植物利用の復元は、植物遺体が腐食や分解によっ

て比較的残存しにくいという性質があるため、試料や情報の

制約のなかで研究が進められてきた。考古学の研究では、貝

塚や貯蔵穴などから出土した種子や種皮などの植物遺体、土

器に付着した澱粉などを手掛かりに、過去の野生植物利用の

復元が行われている。他方、私か専門とする地理学や生態人

類学の分野では、現代の山村における聞き取りや植生調査、

参与観察などの手法から、現在や過去数十年程度の植物利

用に関する知見が蓄積されてきた。現代における植物利用

の方法や採集行動、技術に関する知見は、過去の植物利用復

　　　　　　　発掘調査社会連携部門

比較社会文化研究院　藤岡悠一郎

元の手掛かりとして考古学においても古くから注目されてき

た。私の研究では、このような民族考古学的なアプローチと

ともに、花粉分析や現生植生の樹種構成などの自然地理学の

手法を合わせ、植生環境の変遷と植物利用との関係性を明ら

かにしたいと考えている。

　現在、日本に立地する一部の山村では、採集の場として利

用されてきた特異な人為植生が分布している。例えば、私か

共同研究を実施している滋賀県高島市や山形県鶴岡市に位

置する山村では、集落近くの山林の一角にトチノキの巨木が

林立する巨木林が成立していることが明らかとなった。トチノ

キは、日本の渓畔林に広く自生する落葉広葉樹で、秋口に直

径４ｃｍほどの黒光りする大きな実をつける。その種子は山村

図　滋賀県高島市における山林谷頭部のトチノキの分布。

凡例はトチノキの胸高直径を示す。

写真１　滋賀県高島市のトチノキ巨木林

写真２　山形県鶴岡市でのトチノミ採集
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叫費やダΛ々の澱粉源として利用されてきた。このような植

生は、地域の住民が炭焼きや刈敷採集を行ってきた里山や

集落で保護してきた共有林などとして、人間の営為を強く受

ける形で成立していた。トチノミは全国の遺跡からも出土が

認められ、縄文時代から人々によって利用されてきたことが

知られている。今後は様々な分野の研究者の方々と共同研究

を進め、当時の採集の状況や採集の場となった植生形態の

復元を目指していきたい。

台湾・中央研究院訪問記

　先のニュースレター（Ｎｏ１４．２０１７　Ｄｅｃ．）においてご紹介し

た、台湾の中央研究院歴史語言研究所と当センター間の学

術交流協定（２０１７年１０月１０日発効）に基づき、２０１８年１月２２

日－２４日に、当センターの溝口孝司・田尻義了・舟橋京子が

中央研究院歴史語言研究所を訪問した。訪問に際しては、ワ

ークショップ及び収蔵資料の視察・共同研究に向けてのミー

ティングが行われた。

　ワークショップに先立って、歴史語言研究所・所長の王明珂

氏、同研究所考古学部門主任の李国悌氏、同副研究員の内田

純子氏を交え、今後の研究方針・体制について確認を行った。

　ワークショップにおいては、溝口・田尻・舟橋がそれぞれ、

当センターにおいて行われている特色のある分析手法を用

いた研究事例について発表を行った。発表はそれぞれ

　「Ｒｅ－ａｎａｌｙｚｉｎｇ　Ｈｉｓ－Ｐｅｉ－Ｋａｎｇ　Ｌａｔｅ　Ｓｈａｎ９　ｒｏｙａｌ　ｔｏｍｂｓ　ｏｆ

Ａｎｙａｎ９：　ａ　ｒｅｐｏｒｔ　ｏｎ　ｃｏＩｌａｂｏｒａｔｉｖｅ　ｒｅｓｅａｒｃｈ　ｉｎ　ｐｒｏ９ｒｅｓｓ

ｗｉｔｈ　Ｄｒ，Ｊｕｎｋｏ　Ｕｃｈｉｄａ」（溝口孝司）、「九州大学における古

人骨を用いた学融合研究一金井東裏遺跡事例－」（舟橋京子）、

「土器胎土分析の研究事例一福岡県出土須恵器－」（田尻義了）

　　写真１　王所長を交えての今後の研究に関しての

　　打ち合わせ

【センター活動報告】

平成２９年１２月１３日

地球社会統合科学府　統合的学際教育の実践に向けて第３回ＦＤ

「学際融合研究の実践－アジア埋蔵文化財研究センターの挑戦」

発表者：仙田量子・田尻義了・舟橋京子・足立達朗

平成３０年１月２３日

第４回アジア埋蔵文化財研究センターワークショップ

講演題目・講演者は、上欄の記事に記載

写真３　採集したトチノミの分配

というタイトルで行われた。最新の編年研究に基づく殷墟墓

地の墓地分析に基づく社会考古学的研究成果、群馬県金井

東裏遺跡を対象とした、考古学・形質人類学・地球科学による

学融合研究成果、福岡県船原古墳出土須恵器の高精度胎土

分析に基づく研究成果について発表が行われた。

　発表後にはフロアから活発に質問が行われ、センターにお

ける学融合研究への高い興味が示された。ワークショップ後

には食事会も開かれ、ワークショップに参加した研究所のメ

ンバーから様々な質問が飛ぶとともに、多様な意見交換の場

となった。

　その後、研究所地下の収蔵庫に場所を移し、今後共同研究

を進める予定の遺跡から出土した古人骨や玉器・金属器など

の資料状況を確認した。さらに、内田氏、精華大学教員の邱鴻

霖氏を交え、今後の具体的な研究方法・研究方針についての

活発な意見交換が行われた。

　今回のミーティングを基に、次年度には再び台湾中央研究

院を訪れて、実際のデータの収集および分析作業が開始され

る予定である。是非、成果をご期待いただきたい。

㎜二．ニミ心皿㎜
　写真２　歴史語言研究所でのワークショップ

九州大学アジア埋蔵文化財研究センター

ニュースレター　Ｎ０．１５
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